
投句募集中

2019年8月3日（土）

武蔵野市民文化会館
13:00～16:00

開催日時

会　　場

生涯学習フェスティバル生涯学習フェスティバル

武蔵野市俳句大会

会場参加されない方の
ご投句もお待ち

しています

投句者全員に
入選作品集を
お届けします

投句者全員に
入選作品集を
お届けします

片山由美子・鈴木章和
「十七音への挑戦」対

談

投句締切

5/31（金）
2019年

消印有効
当初のご案内より
締切を延長しました。

選
者
敬
称
略・五
十
音
順

あなたの俳句を句集にまとめてみませんか！

0120-06-8881
通信講座
パンフレット（無料）のご請求は

自費出版 個別相談会を開催します

FAX 042-572-0061
TEL 042-572-3151（代）
ホームページ http://www.n-gaku.jp/life

土日祝休業日を除く
9:30～12:00  13:00～17:30

受付
時間

〒186-8001
東京都国立市富士見台2-36-2　6B60係

予約制・参加費無料予約制・参加費無料

会場にお越しになれない方は、お電話やお手紙にて相談を承ります。

好評!

2019年 4/19 金 水戸 水戸三の丸ホテル

7/26 金 新潟 アートホテル新潟駅前

9/13 金 東京/市ヶ谷 アルカディア市ヶ谷

主催：　　　　　　　 ・武蔵野市・公益財団法人武蔵野文化事業団
後援：文化庁・武蔵野市教育委員会・武蔵野市商工会議所・一般社団法人武蔵野市観光機構　　協力：NHKアート

片山由美子
「香雨」

NHK学園俳句倶楽部講師

岸本葉子
エッセイスト

「NHK俳句」司会

神野紗希
NHK学園講師

小島 健
「河」

NHK学園俳句講座専任講師

鈴木章和
「翡翠」

NHK学園俳句講座専任講師

武
蔵
野
市

         

ご
案
内

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
と
グ
ル
メ
の
街
・
吉
祥
寺
、水
と
緑
の

井
の
頭
公
園
、神
社
仏
閣
や
絵
画
、音
楽
、ア
ニ
メ
な
ど
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
武
蔵
野
へ
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ハモニカ横丁

ゾウのはな子の銅像武蔵野プレイス

武蔵野市総合体育館（陸上競技場）

中央通り中央通り

当初のご案内より
締切を延長しました。



規
定
の
用
紙（
コ
ピ
ー
可
）ま
た
は
大
き
さ
な
ど
同
形
式
で
ご
投
句
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
何
組
で
も
、
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

（
自
由
題
二
句
ま
た
は
自
由
題
二
句+

題
詠
一
句
）

●
未
発
表
の
自
作
に
限
り
ま
す
。（
作
者
本
人
か
ら
の
投
句
に
限
り
ま
す
。）

●
二
重
投
句
は
固
く
お
断
り
い
た
し
ま
す
。

●
投
句
後
の
作
品
訂
正
、
さ
し
か
え
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
同
一
作
品
、
酷
似
作
品
が
先
行
し
て
発
表
さ
れ
て
い
た
場
合
、
入
選
・
入
賞
を
辞

退
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
自
由
題
二
句
の
場
合
　
２
，０
０
０
円

②
自
由
題
二
句
と
題
詠「
野
」一
句
の
場
合
　
２
，８
０
０
円

　
そ
れ
ぞ
れ
、
一
冊
の
入
選
作
品
集
代
を
含
み
ま
す
。

送
金
方
法

●
郵
便
為
替（
定
額
小
為
替
、
普
通
為
替
を
郵
便
局
で
購
入
）、
現
金
書
留
、
郵
便

払
込
の
い
ず
れ
か
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
切
手
の
代
用
は
不
可
）

●
大
会
大
賞（
文
部
科
学
大
臣
賞
の
候
補
作
品
と
な
り
ま
す
）、

　
武
蔵
野
市
長
賞
、
選
者
特
選
・
秀
作
・
佳
作
な
ど
。

●
特
選
・
秀
作
内
定
者
に
は
大
会
前
に
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
入
選
・
入
賞
作
品
の
発
表
は
、
大
会
当
日
発
行
の「
入
選
作
品
集
」で
行
い
ま
す
。

　
投
句
さ
れ
た
方
に
は
当
日
会
場
で
入
選
作
品
集
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　
会
場
参
加
さ
れ
な
い
方
に
は
、
大
会
終
了
後
に
郵
送
し
ま
す
。

●
入
選
・
入
賞
作
品
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▲ご投句には、点線を切り宛先として貼ると便利です。

「投句用紙」に記載された個人情報は、今大会の運
営に使用するほか、NHK学園の俳句大会、通信講
座のご案内に使用させていただく場合があります。
それ以外の用途による使用は一切いたしません。

投
句
要
領

●
選
者
　
岸
本
葉
子
・
神
野
紗
希

●
ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す

　（
投
句
用
紙
は
会
場
受
付
時
に
お

渡
し
し
ま
す
）思
い
出
の
武
蔵
野
、

会
場
周
辺
の
風
景
な
ど
、
武
蔵
野

の
夏
に
寄
せ
る
作
品
を
一
句
、
当

日
会
場
で
お
出
し
下
さ
い
。

●
投
句
締
切

　
　
　
　
大
会
当
日
　
午
後
一
時

●
作
品
　
未
発
表
自
作

　
　
　
　
ひ
と
り
一
句
限
り（
無
料
）

●
発
表
　
大
会
会
場
で
発
表

題
詠「
野
」（
テ
ー
マ
詠
）
「
野
」の
漢
字
が
入
ら
な
く
て
も
結
構
で
す
。

題
詠
の
み
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

投
句
料

賞
・
発
表

投
句
締
切
　二
〇
一
九
年
五
月
三
十
一
日（
金
）消
印
有
効

2019年
度

　
Ｎ

Ｈ
Ｋ

学
園

 生
涯

学
習

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル

投
句

締
切

 2019年
5月

31日（
金

）消
印

有
効

※
ど
ち
ら
か
を
○
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈
フ
リ
ガ
ナ
〉

受
付
番
号（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

※
入
場
券
は
、
複
数
組
投
句
の
場
合
も
、
投
句
者
１
名
に
つ
き

　
１
枚（
2
名
様
入
場
可
）の
発
行
と
な
り
ま
す
。

※「
参
加
す
る
」に
印
が
な
い
場
合
は
、「
参
加
し
な
い
」と

　
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

武
蔵
野
市
俳
句
大
会
投
句
用
紙

「
武
蔵
野
の
夏
を
詠
む
」

〒186-8001
東京都国立市富士見台2-36-2 〒

１
８
６

－

８
０
０
１

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
２

－

３
６

－

２

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

武
蔵
野
市
俳
句
大
会
事
務
局

☎
０
４
２

－

５
７
２

－

３
１
５
１ （
代
）

送
っ
て
い
た
だ
く
も
の

①
投
句
用
紙（
折
っ
て
も
可
）

②
投
句
料（
郵
便
払
込
の
場
合
は
振
替
払
込

　
受
付
証
明
書
ま
た
は
そ
の
写
し
）

武蔵野市俳句大会事務局 御中

●誤字・脱字はありませんか。　●二重投句（同一作品を他へ投句）していませんか。
●未発表・自作に間違いありませんか。　●作品の控えをお手元に残してください。

もう一度ご確認ください

郵
便
払
込
を
ご
利
用
の
場
合

●
同
封
の
郵
便
払
込
取
扱
票
の
通
信
欄
に
大
会
名
、
組
数
と
投
句
料
を
ご
記
入

の
上
、
払
込
み
く
だ
さ
い
。
同
封
の
用
紙
を
ご
利
用
の
場
合
、
手
数
料
は

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
負
担
で
す
。
振
替
払
込
受
付
証
明
書
を「
の
り
し
ろ
」欄
に
貼
り

付
け
て
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
口
座
番
号
：
０
０
１
９
０

－
５

－
３
３
６
８
６
９

　
　
　
　
　
　
　
加
入
者
名
：Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　
俳
句
大
会
事
務
局

都
道

府
県

自
由
題
１

自
由
題
２

題
「
野
」（
希
望
者
の
み
）
テ
ー
マ
詠

　「野
」
の
漢
字
が
入
ら
な
く
て
も
可
。

作
品
集
に

掲
載
す
る
お
名
前

大
会
当
日

会
場
に

参
加
す
る

参
加
し
な
い

受
付
番
号（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

※

題
詠
の
み
の
投
句
は
で
き
ま
せ
ん
。

！

投句
在中

会
場
参
加
無
料
　●入
場
券
が
必
要
で
す

お
問
い
合
わ
せ
先
・
投
句
先

入
場
券
一
枚
に
つ
き
、二
名
様
ご
入
場
で
き
ま
す
。

●
投
句
し
て
会
場
参
加
ご
希
望
の
方
は

　
投
句
用
紙
の「
参
加
希
望
」欄
に
○
印
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。入
場
券
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

●
会
場
参
加
の
み
ご
希
望
の
方
は

　
往
復
は
が
き
に「
武
蔵
野
市
俳
句
大
会
観
覧

希
望
」と
明
記
し
、返
信
宛
名
欄
に
ご
自
分
の

宛
名
を
ご
記
入
の
上
、お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

当
日
句
募
集

談
対

手
花
火
の
声
の
い
つ
よ
り
幾
人
か

林
田
紀
音
夫

　
花
火
は
夏
の
夜
の
景
物
。
こ
と
に
手
花
火
は
、
女
人
子
供
の
愉

し
み
と
し
て
、い
ま
も
か
わ
ら
ぬ
夜
涼
の
景
。す
で
に
夏
も
深
ま
っ

て
晩
夏
の
風
情
と
な
る
旧
盆
の
こ
ろ
が
い
い
。
手
花
火
の
繊
光
に

ビ
ー
ド
ロ
の
火
の
玉
。
そ
の
都
度
お
こ
る
子
供
た
ち
の
に
ぎ
や
か

な
さ
ざ
め
き
に
い
つ
か
耳
を
傾
け
て
い
る
の
だ
。「
声
の
い
つ
よ
り

幾
人
か
」は
、
間
を
置
い
て
ふ
と
ま
た
こ
こ
ろ
の
ゆ
ら
め
き
を
と

ら
え
た
表
現
。
そ
こ
に
懐
旧
の
お
も
い
を
や
さ
し
く
包
み
こ
ん
だ

絶
妙
の
惜
辞
。
純
一
な
詩
心
ゆ
え
の
、
お
の
ず
か
ら
な
る
俳
句
の

恩
寵
を
得
た
秀
品
。

（『
俳
句
』60
号
よ
り
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
俳
句
講
座
創
設
者 

飯
田
龍
太
）

の　り　し　ろ

投句料を郵便払込された方は
振替払込受付証明書（お客さま用）

を貼ってください。証明書がない場合は
下記へ払込日をご記入ください。

●
投
句
料

●
投
句
料
の
お
支
払
い
方
法
に

　
○
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

自
由
題
二
句
の
場
合

自
由
題
二
句
と
題
詠
一
句
の
場
合

・
現
金
書
留

・
定
額
小
為
替

・
普
通
為
替

・
郵
便
払
込

　
（
　
　
　
月
　
　
　
日
に
払
込
）

２
、０
０
０
円

２
、８
０
０
円

片山由美子

折
に
ふ
れ
て

夏
の
句 

 
 

秋
の
句

「
十
七
音
へ
の

　
　
　
　
挑
戦
」

昭和27年千葉県生れ。
「香雨」主宰。鷹羽狩行
に師事。「香雨」で俳人
協会賞受賞。

鈴木章和
昭和30年静岡県生
れ。「翡翠」主宰。NHK
ラジオ「文芸選評・俳
句」選者。

※
任
意
で
ご
記
入

　
く
だ
さ
い
。

※
本
名
と
違
う
場
合
の
み

　
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

電
話

番
号

生
年

月
日 名　前作品集に

掲載する
お名前

フ
リ
ガ
ナ

（
フ
リ
ガ
ナ
）

明
治
・
大
正

昭
和
・
平
成

年
月

日

〒

（
男
・
女
）

（
歳
）

住　所

●徒歩 約13分
●バス 1番線 北裏、武蔵関駅、田無橋場、多摩六都科学館、武蔵野営業所
 2番線 柳沢駅、東伏見駅北口、八幡
  市民文化会館入口下車　徒歩2分

※会場までの詳しい案内は入場券に
　掲載し、7月下旬にお送りします。会場までのご案内

き

ね

おた
の

ふ
　 

ぜ
い

せ
ん
　
こ
う

か
い 

き
ゅ
う

お
ん 

ち
ょ
う

JR三鷹駅
北口から

JR吉祥寺駅
北口から

●バス 1番線 向台町五丁目、桜堤団地、柳沢駅、武蔵野市役所
  2番線 電通裏、柳沢駅前行
   市民文化会館前下車

武蔵野市民文化会館：東京都武蔵野市中町3丁目

※

一
部
の
ご
案
内
に
、
投
句
締
切
五
月
十
七
日（
金
）と
記
載
し
て
お
り
ま
す
が
、

　
投
句
締
切
は
五
月
三
十
一
日（
金
）と
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。



規
定
の
用
紙（
コ
ピ
ー
可
）ま
た
は
大
き
さ
な
ど
同
形
式
で
ご
投
句
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
何
組
で
も
、
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

（
自
由
題
二
句
ま
た
は
自
由
題
二
句+

題
詠
一
句
）

●
未
発
表
の
自
作
に
限
り
ま
す
。（
作
者
本
人
か
ら
の
投
句
に
限
り
ま
す
。）

●
二
重
投
句
は
固
く
お
断
り
い
た
し
ま
す
。

●
投
句
後
の
作
品
訂
正
、
さ
し
か
え
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
同
一
作
品
、
酷
似
作
品
が
先
行
し
て
発
表
さ
れ
て
い
た
場
合
、
入
選
・
入
賞
を
辞

退
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
自
由
題
二
句
の
場
合
　
２
，０
０
０
円

②
自
由
題
二
句
と
題
詠「
野
」一
句
の
場
合
　
２
，８
０
０
円

　
そ
れ
ぞ
れ
、
一
冊
の
入
選
作
品
集
代
を
含
み
ま
す
。

送
金
方
法

●
郵
便
為
替（
定
額
小
為
替
、
普
通
為
替
を
郵
便
局
で
購
入
）、
現
金
書
留
、
郵
便

払
込
の
い
ず
れ
か
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
切
手
の
代
用
は
不
可
）

●
大
会
大
賞（
文
部
科
学
大
臣
賞
の
候
補
作
品
と
な
り
ま
す
）、

　
武
蔵
野
市
長
賞
、
選
者
特
選
・
秀
作
・
佳
作
な
ど
。

●
特
選
・
秀
作
内
定
者
に
は
大
会
前
に
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
入
選
・
入
賞
作
品
の
発
表
は
、
大
会
当
日
発
行
の「
入
選
作
品
集
」で
行
い
ま
す
。

　
投
句
さ
れ
た
方
に
は
当
日
会
場
で
入
選
作
品
集
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　
会
場
参
加
さ
れ
な
い
方
に
は
、
大
会
終
了
後
に
郵
送
し
ま
す
。

●
入
選
・
入
賞
作
品
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▲ご投句には、点線を切り宛先として貼ると便利です。

「投句用紙」に記載された個人情報は、今大会の運
営に使用するほか、NHK学園の俳句大会、通信講
座のご案内に使用させていただく場合があります。
それ以外の用途による使用は一切いたしません。

投
句
要
領

●
選
者
　
岸
本
葉
子
・
神
野
紗
希

●
ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す

　（
投
句
用
紙
は
会
場
受
付
時
に
お

渡
し
し
ま
す
）思
い
出
の
武
蔵
野
、

会
場
周
辺
の
風
景
な
ど
、
武
蔵
野

の
夏
に
寄
せ
る
作
品
を
一
句
、
当

日
会
場
で
お
出
し
下
さ
い
。

●
投
句
締
切

　
　
　
　
大
会
当
日
　
午
後
一
時

●
作
品
　
未
発
表
自
作

　
　
　
　
ひ
と
り
一
句
限
り（
無
料
）

●
発
表
　
大
会
会
場
で
発
表

題
詠「
野
」（
テ
ー
マ
詠
）
「
野
」の
漢
字
が
入
ら
な
く
て
も
結
構
で
す
。

題
詠
の
み
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

投
句
料

賞
・
発
表

投
句
締
切
　二
〇
一
九
年
五
月
三
十
一
日（
金
）消
印
有
効

2019年
度

　
Ｎ

Ｈ
Ｋ

学
園

 生
涯

学
習

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル

投
句

締
切

 2019年
5月

31日（
金

）消
印

有
効

※
ど
ち
ら
か
を
○
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈
フ
リ
ガ
ナ
〉

受
付
番
号（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

※
入
場
券
は
、
複
数
組
投
句
の
場
合
も
、
投
句
者
１
名
に
つ
き

　
１
枚（
2
名
様
入
場
可
）の
発
行
と
な
り
ま
す
。

※「
参
加
す
る
」に
印
が
な
い
場
合
は
、「
参
加
し
な
い
」と

　
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

武
蔵
野
市
俳
句
大
会
投
句
用
紙

「
武
蔵
野
の
夏
を
詠
む
」

〒186-8001
東京都国立市富士見台2-36-2 〒

１
８
６

－

８
０
０
１

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
２

－

３
６

－

２

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

武
蔵
野
市
俳
句
大
会
事
務
局

☎
０
４
２

－

５
７
２

－

３
１
５
１ （
代
）

送
っ
て
い
た
だ
く
も
の

①
投
句
用
紙（
折
っ
て
も
可
）

②
投
句
料（
郵
便
払
込
の
場
合
は
振
替
払
込

　
受
付
証
明
書
ま
た
は
そ
の
写
し
）

武蔵野市俳句大会事務局 御中

●誤字・脱字はありませんか。　●二重投句（同一作品を他へ投句）していませんか。
●未発表・自作に間違いありませんか。　●作品の控えをお手元に残してください。

もう一度ご確認ください

郵
便
払
込
を
ご
利
用
の
場
合

●
同
封
の
郵
便
払
込
取
扱
票
の
通
信
欄
に
大
会
名
、
組
数
と
投
句
料
を
ご
記
入

の
上
、
払
込
み
く
だ
さ
い
。
同
封
の
用
紙
を
ご
利
用
の
場
合
、
手
数
料
は

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
負
担
で
す
。
振
替
払
込
受
付
証
明
書
を「
の
り
し
ろ
」欄
に
貼
り

付
け
て
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
口
座
番
号
：
０
０
１
９
０

－

５

－

３
３
６
８
６
９

　
　
　
　
　
　
　
加
入
者
名
：Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　
俳
句
大
会
事
務
局

都
道

府
県

自
由
題
１

自
由
題
２

題
「
野
」（
希
望
者
の
み
）
テ
ー
マ
詠

　「野
」
の
漢
字
が
入
ら
な
く
て
も
可
。

作
品
集
に

掲
載
す
る
お
名
前

大
会
当
日

会
場
に

参
加
す
る

参
加
し
な
い

受
付
番
号（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

※

題
詠
の
み
の
投
句
は
で
き
ま
せ
ん
。

！

投句
在中

会
場
参
加
無
料
　●入
場
券
が
必
要
で
す

お
問
い
合
わ
せ
先
・
投
句
先

入
場
券
一
枚
に
つ
き
、二
名
様
ご
入
場
で
き
ま
す
。

●
投
句
し
て
会
場
参
加
ご
希
望
の
方
は

　
投
句
用
紙
の「
参
加
希
望
」欄
に
○
印
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。入
場
券
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

●
会
場
参
加
の
み
ご
希
望
の
方
は

　
往
復
は
が
き
に「
武
蔵
野
市
俳
句
大
会
観
覧

希
望
」と
明
記
し
、返
信
宛
名
欄
に
ご
自
分
の

宛
名
を
ご
記
入
の
上
、お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

当
日
句
募
集

談
対

手
花
火
の
声
の
い
つ
よ
り
幾
人
か

林
田
紀
音
夫

　
花
火
は
夏
の
夜
の
景
物
。
こ
と
に
手
花
火
は
、
女
人
子
供
の
愉

し
み
と
し
て
、い
ま
も
か
わ
ら
ぬ
夜
涼
の
景
。す
で
に
夏
も
深
ま
っ

て
晩
夏
の
風
情
と
な
る
旧
盆
の
こ
ろ
が
い
い
。
手
花
火
の
繊
光
に

ビ
ー
ド
ロ
の
火
の
玉
。
そ
の
都
度
お
こ
る
子
供
た
ち
の
に
ぎ
や
か

な
さ
ざ
め
き
に
い
つ
か
耳
を
傾
け
て
い
る
の
だ
。「
声
の
い
つ
よ
り

幾
人
か
」は
、
間
を
置
い
て
ふ
と
ま
た
こ
こ
ろ
の
ゆ
ら
め
き
を
と

ら
え
た
表
現
。
そ
こ
に
懐
旧
の
お
も
い
を
や
さ
し
く
包
み
こ
ん
だ

絶
妙
の
惜
辞
。
純
一
な
詩
心
ゆ
え
の
、
お
の
ず
か
ら
な
る
俳
句
の

恩
寵
を
得
た
秀
品
。

（『
俳
句
』60
号
よ
り
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
俳
句
講
座
創
設
者 

飯
田
龍
太
）

の　り　し　ろ

投句料を郵便払込された方は
振替払込受付証明書（お客さま用）

を貼ってください。証明書がない場合は
下記へ払込日をご記入ください。

●
投
句
料

●
投
句
料
の
お
支
払
い
方
法
に

　
○
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

自
由
題
二
句
の
場
合

自
由
題
二
句
と
題
詠
一
句
の
場
合

・
現
金
書
留

・
定
額
小
為
替

・
普
通
為
替

・
郵
便
払
込

　
（
　
　
　
月
　
　
　
日
に
払
込
）

２
、０
０
０
円

２
、８
０
０
円

片山由美子

折
に
ふ
れ
て

夏
の
句 

 
 

秋
の
句

「
十
七
音
へ
の

　
　
　
　
挑
戦
」

昭和27年千葉県生れ。
「香雨」主宰。鷹羽狩行
に師事。「香雨」で俳人
協会賞受賞。

鈴木章和
昭和30年静岡県生
れ。「翡翠」主宰。NHK
ラジオ「文芸選評・俳
句」選者。

※
任
意
で
ご
記
入

　
く
だ
さ
い
。

※
本
名
と
違
う
場
合
の
み

　
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

電
話

番
号

生
年

月
日 名　前作品集に

掲載する
お名前

フ
リ
ガ
ナ

（
フ
リ
ガ
ナ
）

明
治
・
大
正

昭
和
・
平
成

年
月

日

〒

（
男
・
女
）

（
歳
）

住　所

●徒歩 約13分
●バス 1番線 北裏、武蔵関駅、田無橋場、多摩六都科学館、武蔵野営業所
 2番線 柳沢駅、東伏見駅北口、八幡
  市民文化会館入口下車　徒歩2分

※会場までの詳しい案内は入場券に
　掲載し、7月下旬にお送りします。会場までのご案内

き

ね

おた
の

ふ
　 

ぜ
い

せ
ん
　
こ
う

か
い 

き
ゅ
う

お
ん 

ち
ょ
う

JR三鷹駅
北口から

JR吉祥寺駅
北口から

●バス 1番線 向台町五丁目、桜堤団地、柳沢駅、武蔵野市役所
  2番線 電通裏、柳沢駅前行
   市民文化会館前下車

武蔵野市民文化会館：東京都武蔵野市中町3丁目

※

一
部
の
ご
案
内
に
、
投
句
締
切
五
月
十
七
日（
金
）と
記
載
し
て
お
り
ま
す
が
、

　
投
句
締
切
は
五
月
三
十
一
日（
金
）と
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。



投句募集中

2019年8月3日（土）

武蔵野市民文化会館
13:00～16:00

開催日時

会　　場

生涯学習フェスティバル生涯学習フェスティバル

武蔵野市俳句大会

会場参加されない方の
ご投句もお待ち

しています

投句者全員に
入選作品集を
お届けします

投句者全員に
入選作品集を
お届けします

片山由美子・鈴木章和
「十七音への挑戦」対

談

投句締切

5/31（金）
2019年

消印有効
当初のご案内より
締切を延長しました。

選
者
敬
称
略・五
十
音
順

あなたの俳句を句集にまとめてみませんか！

0120-06-8881
通信講座
パンフレット（無料）のご請求は

自費出版 個別相談会を開催します

FAX 042-572-0061
TEL 042-572-3151（代）
ホームページ http://www.n-gaku.jp/life

土日祝休業日を除く
9:30～12:00  13:00～17:30

受付
時間

〒186-8001
東京都国立市富士見台2-36-2　6B60係

予約制・参加費無料予約制・参加費無料

会場にお越しになれない方は、お電話やお手紙にて相談を承ります。

好評!

2019年 4/19 金 水戸 水戸三の丸ホテル

7/26 金 新潟 アートホテル新潟駅前

9/13 金 東京/市ヶ谷 アルカディア市ヶ谷

主催：　　　　　　　 ・武蔵野市・公益財団法人武蔵野文化事業団
後援：文化庁・武蔵野市教育委員会・武蔵野市商工会議所・一般社団法人武蔵野市観光機構　　協力：NHKアート

片山由美子
「香雨」

NHK学園俳句倶楽部講師

岸本葉子
エッセイスト

「NHK俳句」司会

神野紗希
NHK学園講師

小島 健
「河」

NHK学園俳句講座専任講師

鈴木章和
「翡翠」

NHK学園俳句講座専任講師

武
蔵
野
市

         
ご
案
内

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
と
グ
ル
メ
の
街
・
吉
祥
寺
、水
と
緑
の

井
の
頭
公
園
、神
社
仏
閣
や
絵
画
、音
楽
、ア
ニ
メ
な
ど
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
武
蔵
野
へ
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ハモニカ横丁

ゾウのはな子の銅像武蔵野プレイス

武蔵野市総合体育館（陸上競技場）

中央通り中央通り

当初のご案内より
締切を延長しました。


